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１．四半期財務情報の作成等に係る事項 

  
① 会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無 ： 無 

 
② 最近連結会計年度からの会計処理の方法の変更の有無 ： 無 

 
③ 連結及び持分法の適用範囲の異動の有無 ： 無 

 
 
２．平成 18年３月期第３四半期財務・業績の概況（平成 17 年４月１日～平成 17 年 12 月 31 日） 
(1) 経営成績（連結）の進捗状況 

 売 上 高 営 業 利 益      経 常 利 益      
四半期（当期） 
純 利 益       

 百万円   ％ 百万円   ％ 百万円   ％ 百万円   ％

18 年３月期第３四半期 4,680（△5.7） 1,023（△32.8） 1,168（△26.4）   656（△47.8）

17 年３月期第３四半期 4,961（  4.0） 1,522（   0.5） 1,586（  13.5） 1,255（  47.6）

(参考) 17 年３月期 6,103    1,714      1,842        1,768          

 

 
１株当たり四半期 

（当期）純利益 

潜 在 株 式 調 整 後           
１株当たり四半期 
（当期）純利益 

 円    銭 円    銭

18 年３月期第３四半期 71  14 70   83  

17 年３月期第３四半期 135  32 135   01  

(参考) 17 年３月期 189   39  188   90  

（注）売上高、営業利益等におけるパーセント表示は、対前年同四半期増減率であります。 
 
〔経営成績（連結）の進捗状況に関する定性的情報等〕 
 当第３四半期（平成 17 年４月１日～平成 17 年 12 月 31 日）までの当社グループを取り巻く市
場環境を概観すると、上半期中は、光ディスク成形メーカーのＤＶＤ製造設備に対する投資が堅
調に継続いたしました。しかし下半期に入ると、光ディスク成形メーカー各社は、ＤＶＤの需給
ギャップと次世代光ディスクへの生産移行のタイミングを図り、新たな設備投資を抑制すること
となりました。一方で、各家庭やオフィスへ光ファイバーを引き込むＦＴＴＨ化の波は、日本や
米国を中心に世界各国で加速しつつあり、光通信用部品に対する需要は増加傾向にあります。 

こうした中、当社グループは、精機事業・光製品事業の両部門において、次世代に向けた新製
品・新技術の開発や、事業採算性の改善に取り組んでまいりました。特に光製品事業においては、
セイコーインスツル株式会社様の光事業を昨年９月に譲り受けた後、同社が築いてきたお客様と
の関係を確実に受け継ぎ、営業基盤の一層の充実を図ることに注力いたしました。 

この結果、当第３四半期までの累計の売上高は前年同期から 5.7％減少し、4,680 百万円とな
りました。利益面におきましては、営業利益は前年同期から 32.8％減少して 1,023 百万円、経
常利益は 26.4％減少して 1,168 百万円となりました。また四半期純利益は、前年同期には法人
税等調整額を計上したことに伴い 1,255 百万円となりましたが、当第３四半期は 656 百万円とな
り、47.8％の減少となりました。 
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(2) 財政状態（連結）の変動状況 

 総 資 産 株 主 資 本      株主資本比率 
１株当たり 
株 主 資 本      

 百万円 百万円 ％ 円    銭

18 年３月期第３四半期 26,069 24,531 94.1 2,659 27 

17 年３月期第３四半期 24,945 23,633 94.7 2,562 52 

(参考) 17 年３月期 25,351 24,134 95.2 2,615 10 

 
〔財政状態の変動状況に関する定性的情報等〕 
 当第３四半期の総資産は26,069百万円となり、前年同期から1,123百万円増加いたしました。
主な要因としては、現金及び預金やたな卸資産、未収入金の増加等に伴い流動資産が 1,056 百万
円増加したことが挙げられます。 
 株主資本は前年同期から 898 百万円増加して 24,531 百万円となり、株主資本比率は 94.1％と
0.6％減少いたしました。 
 
 
３．平成 18 年３月期の連結業績予想（平成 17 年４月１日～平成 18 年３月 31 日） 
 
 平成 17 年 11 月 11 日付けで平成 18 年３月期の連結業績予想を修正した後、本資料の発表日現
在までの業績はほぼ想定した範囲内で推移しており、業績予想の変更はありません。 
 
 

以 上 
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〔添付資料〕連結財務諸表 
 
１．要約四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円） 
当第３四半期 

（平成17年12月31日） 
前年同四半期 

（平成16年12月31日） 
前連結会計年度 

(平成 17 年 3 月 31 日) 科  目 
金  額 金  額 金  額 

（資産の部）    
Ⅰ 流動資産    
1.現金及び預金 12,669 9,656 13,231 
2.受取手形及び売掛金 2,691 2,818 2,021 
3.有価証券 ― 2,003 ― 
4.たな卸資産 1,072 714 775 
5.その他 525 709 354 
流動資産合計 16,958 15,902 16,383 

Ⅱ 固定資産    
 1.有形固定資産 5,422 5,488 5,427 
2.無形固定資産 545 231 211 

 3.投資その他の資産 3,142 3,322 3,328 
固定資産合計 9,110 9,042 8,967 

  資産合計 26,069 24,945 25,351 
（負債の部）    
Ⅰ 流動負債    
1.買掛金  205 122 241 
2.その他 662 587 373 
流動負債合計 867 709 614 

Ⅱ 固定負債    
1.役員退職慰労引当金 135 130 130 
2.退職給付引当金 220 216 218 
3.その他 240 190 190 
固定負債合計 596 537 539 
負債合計 1,464 1,247 1,154 

（少数株主持分）    
少数株主持分 72 64 62 

（資本の部）    
資本合計 24,531 23,633 24,134 
負債、少数株主持分及び

資本合計 26,069 24,945 25,351 
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２．要約四半期連結損益計算書 

（単位：百万円） 
当第３四半期 

自 平成 17 年 ４月 １日 
至 平成 17 年 12 月 31 日 

前年同四半期 
自 平成 16 年 ４月 １日 
至 平成 16 年 12 月 31 日 

前連結会計年度 
 自 平成 16 年４月 １日 
至 平成 17 年３月 31 日 科  目 

金  額 金  額 金  額 
Ⅰ 売上高 4,680 4,961 6,103 
Ⅱ 売上原価 2,277 2,201 2,758 
売上総利益 2,403 2,760 3,344 

Ⅲ 販売費及び一般管理費 1,380 1,237 1,630 
営業利益 1,023 1,522 1,714 

Ⅳ 営業外収益 161 91 164 
Ⅴ 営業外費用 16 27 36 
経常利益 1,168 1,586 1,842 

Ⅵ 特別利益 0 12 16 
Ⅶ 特別損失 18 6 7 
税金等調整前四半期 
(当期)純利益 1,149 1,592 1,851 

法人税、住民税及び 
事業税 454 608 282 

法人税等調整額 35 △278 △209 
少数株主利益 2 6 9 
当期純利益 656 1,255 1,768 
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３．セグメント情報 

 
〔事業の種類別セグメント情報〕 

 
当第３四半期（自 平成 17 年４月 1 日 至 平成 17 年 12 月 31 日） 

（単位：百万円） 

 精機事業 光製品事業 計 消去又 
は全社 連結 

売上高      
(1)外部顧客に対する売上高 3,282 1,397 4,680 ― 4,680 
(2)セグメント間の内部売上 
 高又は振替高 ― ― ― ― ― 

計 3,282 1,397 4,680 ― 4,680 
営業費用 2,111 1,545 3,657 ― 3,657 
営業利益又は損失(△) 1,171 △148 1,023 ― 1,023 
 
 
前年同四半期（自 平成 16 年４月１日 至 平成 16 年 12 月 31 日） 

（単位：百万円） 

 精機事業 光製品事業 計 消去又 
は全社 連結 

売上高      
(1)外部顧客に対する売上高 3,987 974 4,961 ― 4,961 
(2)セグメント間の内部売上 
 高又は振替高 ― ― ― ― ― 

計 3,987 974 4,961 ― 4,961 
営業費用 2,387 1,052 3,439 ― 3,439 
営業利益又は損失(△) 1,600 △77 1,522 ― 1,522 

 
 
前連結会計年度（自 平成 16 年４月１日 至 平成 17 年 3 月 31 日） 

（単位：百万円） 

 精機事業 光製品事業 計 消去又 
は全社 連結 

売上高      
(1)外部顧客に対する売上高 4,853 1,250 6,103 ― 6,103 
(2)セグメント間の内部売上 
 高又は振替高 ― ― ― ― ― 

計 4,853 1,250 6,103 ― 6,103 
営業費用 3,029 1,359 4,389 ― 4,389 
営業利益又は損失(△) 1,823 △108 1,714 ― 1,714 
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〔参考〕個別財務諸表 
 
１．要約四半期貸借対照表 

（単位：百万円） 
当第３四半期 

（平成 17 年 12 月 31 日） 
前年同四半期 

（平成 16 年 12 月 31 日） 
前会計年度 

(平成 17 年 3 月 31 日) 科  目 
金  額 金  額 金  額 

（資産の部）    
Ⅰ 流動資産    
1.現金及び預金 12,351 9,490 13,020 
2.受取手形及び売掛金 2,813 2,879 2,093 
3.有価証券 ― 2,003 ― 
4.たな卸資産 829 563 623 
5.その他 532 692 344 
流動資産合計 16,526 15,629 16,082 

Ⅱ 固定資産    
1.有形固定資産 5,210 5,310 5,229 
2.無形固定資産 394 134 133 
3.投資その他の資産 4,094 4,079 4,085 
固定資産合計 9,699 9,524 9,448 

  資産合計 26,226 25,153 25,530 
（負債の部）    
Ⅰ 流動負債    
1.買掛金  272 109 202 
2.その他 611 562 345 
流動負債合計 883 671 547 

Ⅱ 固定負債    
1.役員退職慰労引当金 135 130 130 
2.退職給付引当金 220 216 218 
3.その他 240 190 190 
固定負債合計 596 537 539 
負債合計 1,480 1,209 1,087 

（資本の部）    
資本合計 24,746 23,943 24,443 
負債及び資本合計 26,226 25,153 25,530 
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２．要約四半期損益計算書 

（単位：百万円） 
当第３四半期 

自 平成 17 年 ４月 １日 
至 平成 17 年 12 月 31 日 

前年同四半期 
自 平成 16 年 ４月 １日 
至 平成 16 年 12 月 31 日 

前会計年度 
 自 平成 16 年４月 １日 
至 平成 17 年３月 31 日 科  目 

金  額 金  額 金  額 
Ⅰ 売上高 4,430 4,707 5,789 
Ⅱ 売上原価 2,338 2,226 2,823 
売上総利益 2,092 2,480 2,965 

Ⅲ 販売費及び一般管理費 1,140 1,041 1,371 
営業利益 951 1,439 1,594 

Ⅳ 営業外収益 165 89 172 
Ⅴ 営業外費用 15 26 36 
経常利益 1,101 1,502 1,730 

Ⅵ 特別利益 0 17 18 
Ⅶ 特別損失 18 6 7 
税引前四半期（当期） 
純利益 1,082 1,512 1,742 

法人税、住民税及び 
事業税 438 595 270 

法人税等調整額 41 △278 △212 
四半期（当期）純利益 603 1,195 1,684 
自己株式処分差損 1 0 1 
前期繰越利益 102 91 91 
四半期（当期）未処分 
利益 704 1,287 1,775 

 
 


